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安全データシート(ＳＤＳ) 
ＳＴＥＭ－４０４ 

 

  

1.化学物質等及び会社情報 

化学品の名称(製品名): ＳＴＥＭ－４０４ 

会社名： 日本精鉱株式会社 

住  所 東京都新宿区下宮比町３－２ 

担当部門 営業部 

電話番号 ０３－３２３５－００３１  

ＦＡＸ番号 ０３－３２３５－００３４ 

メールアドレス mail@nihonseiko.co.jp 

緊急連絡電話番号 

  

中瀬製錬所 品質保証課 

０７９－６６７－２１２１ 

推奨用途及び使用上の制限: 工業用原料：難燃剤 

 

2.危険有害性の要約 

化学品のＧＨＳ分類：  

健康に対する有害性 眼に対する重篤な損傷性/刺激性 

水生環境有害性(急性) 

水生環境有害性(慢性) 

：区分２Ａ 

：区分３ 

：区分３ 

ＧＨＳラベル要素：  

絵表示又はシンボル 

 

 

 

 

注意喚起語 警告 

危険有害性情報 強い眼刺激 

水生生物に有害 

長期継続的影響による水生生物に有害のおそれ 

注意書き 

 

 

 

【安全対策】 

取扱い後はよく手を洗うこと。 

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用すること。 

環境への放出を避けること。 

 

 

 

【応急措置】 

眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクト

レンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと。その後も洗

浄を続けること。 

眼の刺激が続く場合は、医師の診断、手当を受けること。 

 

 

【保管】 

無し。 

 【廃棄】 

内容物／容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業

者に業務委託すること。 
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ＧＨＳ分類に関係しない又はＧ

ＨＳで扱われない他の危険有害

性： 

 

 

粉じん爆発の可能性がある。 

重要な徴候及び想定される 

非常事態の概要： 

 

情報なし。 

 

3.組成・成分情報 

化学物質･混合物の区別： 混合物 

化学名又は一般名： ①ピロリン酸ピペラジン 

②リン酸塩 

③酸化亜鉛 

④ケイ素化合物 

慣用名又は別名： - 

化学特性（化学式等）： ①非公開 

②非公開 

③ＺｎＯ 

④非公開 

ＣＡＳ番号: ①６６０３４－１７－１ 

②非公開 

③１３１４－１３－２ 

④非公開 

濃度又は濃度範囲 

（含有率）: 

 

①４５～６０％ 

②３０～４５％ 

③２～６％ 

④非公開 

官報公示整理番号 

（化審法・安衛法）: 

 

①既存化学物質 

②非公開 

③１－５６１ 

④既存化学物質 

ＧＨＳ分類に寄与する成分: 無し 

 

4.応急措置 

吸入した場合： 

 

被災者を空気の新鮮な場所に移動させ、医師の診断を受ける。呼

吸が弱い場合は人工呼吸を行う。 

皮膚に付着した場合: 汚染された衣類、靴等を速やかに脱ぎ捨てる。製品に触れた部分

を水又は微温湯を流しながら洗浄する。石鹸を使ってよく落と

す。外観に変化が見られたり、痛みや刺激が続く場合は直ちに医

師の診断を受ける。 

眼に入った場合: 直ちに清浄な流水で15分間以上洗浄（容易に取り外せる場合はコ

ンタクトレンズも外す）した後、眼科医の手当てを受けること。 

飲み込んだ場合: 水でよく口の中を洗浄する。安静にし、直ちに医師に見せる。意

識のない場合は絶対に吐かせてはならない。 
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急性症状及び遅発性症状の 

最も重要な徴候症状： 

 

大量に吸入した場合は、頭痛、発熱、吐き気、嘔吐、脱力感、悪

寒、筋肉痛を引き起こす可能性が有る。大量に経口摂取した場合

は、腹痛、下痢、吐き気、嘔吐を引き起こす可能性がある。 

応急措置をする者の保護： 保護手袋、ゴーグルなどの適切な保護具を着用する。 

医師に対する特別な注意事項： 情報なし。 

 

5.火災時の措置 

適切な消火剤: 環境に適切な消火剤を使用する。 

使ってはならない消火剤： 棒状の水 

火災時の特有の危険有害性：  

燃焼ガスには、一酸化炭素等の有毒ガスが含まれるので、消火作

業の際には、煙の吸入を避ける。 

特有の消火方法： 初期の火災には、粉末、炭酸ガス、乾燥砂等を用いる。大規模火

災の場合は泡消火剤などを用いて空気を遮断することが有効であ

る。消火作業は風上から行い、必ず保護具を着用する。 

関係者以外は安全な場所に避難させる。 

消火の為の放水などにより、英品もしくは化学物質が河川や下水

に流出しないよう適切な措置を行う。 

消火活動を行う者の特別な保護

具及び予防措置： 

燃焼ガスには一酸化炭素等の有毒ガスが含まれるので、消火作業

では適切な保護具を着用し、煙の吸入を避けること。 

 

6.漏出時の措置 

人体に対する注意事項、 

保護具及び緊急事措置： 

 

 

 

保護具を着用していない人を近づけない。 

当該製品に急性毒性はないが、皮膚あるいは眼との接触を避け

て、適切な保護具を着用すること。 

環境に対する注意事項： 

 

放出事故に際しては下水あるいは水路への流れ込み及び土壌浸透

を避ける。漏洩物は関連法規に従い処分すること 

封じ込め及び浄化の方法 

及び機材： 

 

 

電気掃除機、ほうき等を使用して回収する。 

漏出物や残留物は密封可能な容器に全て回収すること。 

二次災害の防止策： ばく露管理／人の保護あるいは廃棄に関する更なる情報はこのＳ

ＤＳの第８節及び１３節を参照すること。 

 

7.取扱い及び保管上の注意 

取扱い：   

技術的対策 取扱い場所の近くに、洗眼及び身体洗浄のための設備を設置す

る。取扱う場合は、局所排気内、または全体換気の設備のある場

所で取り扱う。 

安全取扱い注意事項 粉じんを吸入しないよう防じんマスクを着用する。 

必要に応じて、局所排気を行う。 

作業場の喚起を十分行う。吸い込んだり、眼、皮膚及び衣類に触

れないように適切な保護具を着用し、出来るだけ風上から作業を

行う。粉じん爆発の危険性も考えられるので大量の取り扱いには

注意する。 

接触回避 このＳＤＳの第１０節を参照すること。 
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衛生対策 

 

 

吸入及び経口摂取を避ける。 

一般的な職場の衛生環境対策が必要である（定期清掃等）。 

別途指定が無い場所での飲食・喫煙は禁止すること。 

作業後は手を洗い、食事場所では汚染衣服・保護具を脱ぐ。 

作業完了後はシャワーを浴びて着替える。 

作業に使用した汚染衣服を自宅で着てはならない。 

保管:  

安全な保管条件 湿度の低い換気のよい場所で直射日光を避け、密封状態にして保

管すること。酸化剤との接触を避ける。 

  安全な容器包装材料 容器は､容器試験基準に適合していることを自主確認すること。 

 

8.ばく露防止及び保護措置 

管理濃度： 設定なし 

許容濃度:  

日本産業衛生学会 

(２０２３年版) 

酸化亜鉛(第二種粉じん) 吸入性粉じん １ｍｇ／ｍ３ 

            総粉じん   ４ｍｇ／ｍ３ 

ＡＣＧＩＨ 

(２０２４年版) 

酸化亜鉛 ２ｍｇ／ｍ３ ＴＬＶ－ＴＷＡ 

１０ｍｇ／ｍ３ ＴＬＶ－ＴＷＡ 

ピロリン酸ピペラジン ０．０３ｐｐｍ ＴＬＶ－ＴＷＡ 

設備対策: 

 

適切な換気が行われていることを確認する。粉じんの蓄積が避け

られない場所では、定期的に産業用の真空掃除機により取り除く

必要がある。局所排気装置を用いて作業環境を良くする。 

保護具: 

呼吸用保護具  

手の保護具 

眼の保護具 

皮膚及び身体の保護具 

 

防じんマスク（必要に応じて着用） 

適切な保護手袋を着用すること。  

適切な保護眼鏡を着用すること。 

適切な保護長ぐつ、保護衣を着用すること。 

特別な注意事項： 環境に排出しないように注意する。 
 

9.物理的及び化学的性質 

外観:   

物理的状態 固体 

形状 粉状 

 色 白色 

臭い： 無臭 

融点／凝固点： 情報なし。 

沸点又は初留点及び沸騰範囲： 情報なし。 

可焼性 不燃性。 

爆発下限界及び爆発上限界／可

燃限界: 

 

非爆発性。 

引火点: 情報なし。 

自然発火点： 情報なし。 

分解温度： 情報なし。 

ｐＨ： 情報なし。 

動粘性率： 情報なし。 

溶解度: 水に難溶。 

n-オクタノール/水分配係数： 情報なし。 
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蒸気圧: 情報なし。 

密度及び／又は相対密度： 情報なし。 

相対ガス密度： 情報なし。 

粒子特性： 情報なし。 

その他のデータ: 情報なし。 

 

10.安定性及び反応性 

反応性： 情報なし。 

化学的安定性： 常温、常圧の通常状態下では安定である。 

危険有害反応可能性： 情報なし。 

避けるべき条件： 発火源、高温多湿状態 

混触危険物質： 

 

強塩基類、強酸類、酸化性物質(酸化剤)、過酸化物。安全な取扱

いに関しては第７節を参照。 

危険有害な分解生成物： 一酸化炭素。 

その他： 情報なし。 

 

11.有害性情報 

 ピロリン酸ピペラジ

ン 

リン酸塩 酸化亜鉛 ケイ素化合物 

急性毒性（経口）： 区分外 

LD50 ＞2,000mg/kg 

（ラット） 

分類できない 区分外 

LD50 ＞5,000mg/kg 

(ラット) 

区分外 

LD50 ＞5,000mg/kg 

(ラット) 

急性毒性（経皮）： 区分外 

LD50＞2,000mg/kg 

（ラット） 

分類できない 区分外 

LD50 ＞2,000mg/kg 

(ラット) 

分類できない 

急性毒性（吸入：粉じん・ミスト）： 情報なし 分類できない 区分外 

LC50 ＞5.7mg/L 

(ラット) 

分類できない 

急性毒性（吸入：ガス・蒸気）： 分類対象外 分類対象外 分類対象外  

皮膚腐食性／皮膚刺激性： 区分外 分類できない 区分外 区分外 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性： 区分２A 

中程度の刺激性有

(ウサギ) 

分類できない 区分外 区分外 

呼吸器感作性又は皮膚感作性 分類できない 分類できない 分類できない 分類できない 

生殖細胞変異原性 区分外 分類できない 分類できない 区分外 

発がん性: 分類できない 分類できない 分類できない 区分外 

生殖毒性: 分類できない 分類できない 分類できない 区分外 

特定標的臓器毒性 

(単回ばく露) : 

分類できない 分類できない 分類できない 分類できない 

特定標的臓器毒性  

(反復ばく露) : 

分類できない 分類できない 分類できない 分類できない 

誤えん有害性： 分類できない 分類できない 分類できない 分類できない 

 

12.環境影響情報 

生態毒性： 混合物として知見は無いが、試験データのある成分を単純加算法

で計算し、水生環境有害性(急性・慢性)は区分３とした。 

残留性・分解性： 混合物として知見無し。 

生体蓄積性： 混合物として知見無し。 

土壌中の移動性： 混合物として知見無し。 
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オゾン層への有害性： オゾン破壊係数(ＯＤＰ)の情報はなし。 

他の有害情報： 情報なし。 

 

13.廃棄上の注意 

化学品、汚染容器及び包装の安

全で、必須かつ環境上望ましい

廃棄、又はリサイクルに関する

情報： 

 

 

 

廃棄においては、関連法規並びに地方自治体の基準に従うこと。 

 

14.輸送上の注意 

国際規制：  

国連番号 該当しない。 

品名(国連輸送品名) 該当しない。 

国連分類 該当しない。 

容器等級 該当しない。 

海洋汚染物質 該当しない。 

国内法規制：  

陸上輸送 該当しない。 

海上輸送 該当しない。 

航空輸送 該当しない。 

輸送又は輸送手段に関する特別

の安全対策： 

 

車両には､運搬事故時の応急処置に必要な暴露防止上の保護具､及

び漏出時の回収措置の為の道具を備える｡ 

応急措置指針番号： ― 

15.適用法令 

労働安全衛生法： 

 

名称等を表示し、又は通知すべき危険物及び有害物 

(法第５７条１項・第５７条２項、施行令第１８条１項・２項) 

※適用法令については、各地域の法規制に従うこと。 

16.その他の情報 

記載内容の取り扱い: 

 

 

 

 

記載内容は現時点で入手できた資料､情報､データ等に基づいて 

作成しており､新しい知見により改訂される事があります｡ 

また､注意事項は通常の取り扱いを対象としたものですので､特別

な取り扱いをする場合には､用途･用法に適した安全対策を実施の

上ご使用下さい｡ 

引用文献等: 

 

①GHS対応ガイドライン 

(一般財団法人 日本工業協会 編集 日本規格協会 発行) 

 ②財)製品評価技術基盤機構(Nite)_CHRIP検索結果 

 ③原料SDS 

 

 

 

 

 

 

 

 




